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  今年度の「特別支援教室だより」では、「楽しくなければ学校じゃない！」という本校の学校経営方

針に合わせ、学校生活の土台となる「家庭」や「学級」でも楽しく過ごす経験をより多く積んで欲しい

と考え、巡回指導教員が楽しめる遊びについて紹介いたします。 

 
【 今回の遊び 】           

 

 

 

 

 

 

 
 

【 遊び方 】 

あいうえお手裏剣 

 少人数で円になって座り、ひらがな 50 音を順番に言いながらエアー手裏剣をパスしていく協力ゲーム

です。 家族や友達と少人数で楽しみながら、相手や周りに注意を向けることや、相手の顔を見て伝えるな

どのコミュニケーションにもつながっていく遊びです。 

① 円になって座る。 

全員で輪になり、スタート役の 1 番の人を決める。 

② 1 番の人が「あ」と言いながら、誰か 1 人に向けて 

エアー手裏剣を投げるポーズをする。 

③ 投げられた人は両手でエアー手裏剣をキャッチ。 

すぐに次の文字を言いながらまた手裏剣を投げる。 

「あ」→投げられた人が「い」→次に投げられた人が「う」 

というように 50 音順に進めていく。 

④ 「ん」まで言えたらクリア！ 

本校には５名の巡回指導教員がいます。「特別支援教室」について、ご質問がございまし

たらご連絡ください。 

   また、本校のホームページに「特別支援教室だより」のバックナンバーも掲載しており

ますので、ぜひご覧ください。 

 

ホームページのQRコードはこちら ☞ 

 

★ワンポイントアドバイス★ 
・テンポよく投げるようにするとより楽しめます。 

・人数が多いほど難易度アップ（最初は３～６人がやりやすいです。） 

・50 音表を見て取り組んでも OK 

・分からなくなったらみんなでヒントを出す。間違えても笑ってやり直せる雰囲気が大切です。 

【簡単ルールの例】 

・「あ〜か行だけ」など短縮版にする。 

・「数字」手裏剣（１～５０まで等） 

・手裏剣を投げる相手を固定する。（例：右隣に必ず投げる。） 

【レベルアップの例】 

・A からのアルファベット順、九九、しりとり   など 


